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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年7月21日(2016.7.21)

【公表番号】特表2014-500340(P2014-500340A)
【公表日】平成26年1月9日(2014.1.9)
【年通号数】公開・登録公報2014-001
【出願番号】特願2013-534292(P2013-534292)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ 123/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 157/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ  123/20     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  157/02     　　　　
   Ｃ０９Ｊ    7/02     　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ   27/32     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｄ
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｈ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）６０～９５ｗｔ％のブテン―１コポリマー（Ａ）と、
　Ｂ）５～４０ｗｔ％のタッキファイヤーと、
を含み、
　前記ブテン―１コポリマーが、
　－　ブテン－１誘導単位含量が８０ｗｔ％以上、
　－　曲げ弾性率（ＭＥＦ）が８０ＭＰａ以下、
　－　溶融温度ＤＳＣ（ＴｍＩ）が５０℃以下
を示す；
　感圧接着剤を用いて作成された少なくとも１つの内層を含む、
　ヒートシール用多層容易剥離再密閉可能フィルム構造。
【請求項２】
　ブテン―１コポリマー（Ａ）が、Ｘ線により測定して４０％未満の結晶性を示す、請求
項１に記載のヒートシール用多層容易剥離再密閉可能フィルム構造。
【請求項３】
　ブテン―１コポリマー（Ａ）のショアＡ硬度が９０未満である、請求項１又は２に記載
のヒートシール用多層容易剥離再密閉可能フィルム構造。
【請求項４】
　タッキファイヤーが、水素化炭化水素樹脂である請求項１～３のいずれか１項に記載の
ヒートシール用多層容易剥離再密閉可能フィルム構造。
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【請求項５】
　ブテン―１コポリマーが　、
　　（Ａ１）　ブテン－１コポリマーであって：
　－　アイソタクチックペンタド％（ｍｍｍｍ％）が１０％～５０％である；および
　　（Ａ２）　ブテン－１コポリマーであって：
　－　ＧＰＣにより測定した分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が３未満である、からなる群から
選択される請求項１～４のいずれか１項に記載のヒートシール用多層容易剥離再密閉可能
フィルム構造。
【請求項６】
　多層同時押出フィルムであり、前記内層に加え、
　更に、
　－　シール用外層
　－　前記内層と他側上に接触状態の他側外部支持層
を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載のヒートシール用剥離容易再密閉可能多層フ
ィルム構造。
【請求項７】
　－　ブテン－１誘導単位含量が８０ｗｔ％以上、
　－　曲げ弾性率（ＭＥＦ）が８０ＭＰａ以下、
　－　溶融温度ＤＳＣ（ＴｍＩ）が５０℃以下
　を示す、ブテン―１コポリマー（Ａ）６０～９５ｗｔ％と、
　５～４０ｗｔ％のタッキファイヤーと
　を含む感圧接着剤を、ヒートシール用多層容易剥離再密閉可能フィルム構造の製造に使
用する方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　粘着性感圧接着剤（ＰＳＡ）は、当業界で再密閉可能構造に使用されることが公知であ
る。
　ＷＯ０２４５９４９号には、多層構造における熱シール性および再密閉性の一般的原理
が開示され、具体的には、接着性再密閉可能層を含む開けやすくしかも再密閉可能熱シー
ル材料を記載する。具体的には、接着性再密閉層は、スチレン樹脂（少なくとも３０ｗｔ
％のＳＩＳもしくはＳＢＳ樹脂）少なくとも５０％のタッキファイヤー、少なくとも６％
の強化用充填成分および最大７％の可塑剤を含むホットメルト接着剤成分からなるものを
開示する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　米国特許出願公開２００７／００８２１６号明細書は、少なくとも３ポリマー層を含む
剥離可能再シール可能多層フィルムを含む包装用物品を開示する。該フィルムは、分離後
再シールできるように剥離可能再シール可能界面を含む。界面を「再シール」する力はフ
ィルム上にかけられた手動圧力に比例する。米国特許出願公開２００７／００８２１６号
明細書に開示された剥離可能シール可能多層フィルムは、ポリオレフィン、そのイオノマ
ーもしくはブレンドからなる群から選択される材料からなる少なくとも第１ポリマー層、
粘着性感圧接着剤からなる第２ポリマー層、および少なくとも５℃のガラス転移温度を示
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す第３ポリマー層を含み、第２および第３層間に形成した結合が剥離可能シール可能界面
を含むようにする。米国特許出願公開２００７／００８２１６号明細書中の第２ポリマー
層は、タッキファイヤー第１成分およびスチレン／ゴムコポリマーからなるエラストマー
第２成分を含む感圧接着剤であり、第３ポリマー層は、好ましくは、エチレン／ビニルア
ルコールコポリマー、ポリエステル、ポリケトン、ポリスチレン、アクリルエステル系ポ
リマー、環状オレフィンコポリマー、メチルペンテンホモポリマーもしくはコポリマー、
ポリアミド、ならびにそのブレンドからなる群から選択される材料を含む。米国特許出願
公開２００７／００８２１６号明細書中では、第２（内部）ポリマー層の粘着性感圧接着
剤の成分としてＰＢ－１コポリマーが見出されない。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　本明細書中で使用されている通り、「タッキファイヤー」という用語は、一般に、最終
接着剤のレオロジー特性を修正する作用をする接着剤添加剤である。具体的には、タッキ
ファイヤー樹脂は、接着剤組成物の粘着性を改良するのに使用される。本明細書で使用さ
れる通り、「タック（ｔａｃｋ）」という用語は、接着性または基体からの除去または歪
みに対するその抵抗性の「粘着性（ｓｔｉｃｋｎｅｓｓ）」を意味する。タッキファイヤ
ーは、いずれかの適切な材料、好ましくは、樹脂や炭化水素樹脂材料またはその混合物を
含むことができる。例示的タッキファイヤーは、ExxonMobil Chemical Company, Houston
, Texas, U.S.A から入手できるESCOREZR 5400 シリーズ、ESCOREZR1102, ESCOREZR 1304
, ESCOREZR 1315, ESCOREZR 1310, ESCOREZR2510, ESCOREZR 2520; Sartomer Company, I
nc., Exton, Pennsylvania U.S.A.から入手できる WINGTAKR 樹脂; Eastman Chemicals, 
Kingsport, Tennessee, U.S.Aから入手できる PICCOTACR 1020, 1095, 1098, 1100, 1115
, REGALREZR 1018, 1085, 1094, 1126, 1128, 1139, 6108, 3102, EASTOTACR H-100E, H-
100R, H-100L, H-100W, H-115E, H-115R, H115L, H-115W, REGALITER C6100, C6100L, C8
010, R1010, R1090, R1100 CG, R1100, R1125, R7100, R9100 およびPOLY-PALE ESTER 10
;Arakawa Europe, Schwalbach/Ts, GERMANYから入手できるARKON P90, P100, P115ならび
にArizona Chemical, AB ALMERE, The Netherlandsから入手できる SYLVAGUM TR 90, SYL
VARES TP 105である。特に好適なものは、販売名ARKON P100 および ARKON P115で販売さ
れている樹脂固体である。本発明では、水素化炭化水素樹脂中好適なタッキファイヤーは
、１００℃以上、より好ましくは１１０℃を超える溶融温度を有するものであり、改良し
た再密閉性を与える。本明細書で使用する通り、「再密閉性」という用語は、本発明の多
層容易剥離再密閉可能構造上で再密閉後に測定した有効再密閉数および再開放剥離強度（
力）のレベルを意味する。好ましくは２以上の再密閉が可能でなければならず、より好ま
しくは、少なくとも５回の再密閉が可能であり、好ましくは、開放剥離力は０．１Ｎより
大きい、より好ましくは０．５Ｎよりも大きい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　驚いたことに、本質的にポリオレフィン組成物から成り、食品接触用途に使用するため
に、ヒートシール強度および再密閉性および適合性の最適バランスを与える主要成分とし
て特定のブテン－１コポリマーを含む容易剥離再密閉可能構造に使用するのに、特に適し
ている、感圧接着剤（ＰＳＡ）を得ることが可能であることが、見出された。場合により
、および好ましくは、本発明の感圧接着剤は、さらに少なくとも１種のタッキファイヤー
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を含む。本発明では、当該タッキファイヤーは、感圧接着剤層の再密閉性をさらに改良で
きる。タッキファイヤーは、存在するとき、スチレン樹脂に典型的に基づく公知の感圧性
接着剤組成物に関して、少ない量で使用できる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　したがって、本発明の目的は、感圧接着剤であり、
　Ａ）ブテン－１（コ）ポリマーであって：
　－　ブテン－１誘導単位含量が８０ｗｔ％以上、好ましくは８４ｗｔ％以上
　－　曲げ弾性率（ＭＥＦ）が８０ＭＰａ以下、好ましくは、６０ＭＰａ以下、より好ま
しくは、４０ＭＰａ以下、さらにより好ましくは３０ＭＰａ以下
　－　溶融温度ＤＳＣ（ＴｍＩ）が１１０℃未満、好ましくは５０℃以下
を示し；そして、場合により、
　Ｂ）タッキファイヤー：当該タッキファイヤーは「水素化炭化水素樹脂」である
を含むポリオレフィン組成物から実質的になる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　好ましくは、感圧接着剤は：
　　６０～９５ｗｔ％、より好ましくは、７０～９５ｗｔ％、さらにより好ましくは、７
０～８０ｗｔ％の前記ブテン－１（コ）ポリマー（Ａ）
　　５～４０ｗｔ％、より好ましくは５～３０ｗｔ％、さらにより好ましくは、２０～３
０ｗｔ％のタッキファイヤー（Ｂ）
を含む。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　タッキファイヤー樹脂（Ｂ）は、好ましくは、芳香族ペトロリウム水素化炭化水素樹脂
（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．　Ｎｏ．　８８５２６－４７－０）から選択され、沸点２２０℃（４
２８°Ｆ）以下の分解ペトロリウムストックの低沸点蒸留物由来の芳香族置換オレフィン
の触媒重合およびそれに続く得られた芳香族ペトロリウム炭化水素樹脂の接触還元により
製造される。本発明によるその他のポリマーでのブレンド中の成分として使用するのに適
した得られた好適樹脂は、１００～１２０℃の溶融温度（Ｔｍ）を示すものである。食品
接触物質の製造にも使用されるのに適するようなタッキファイヤーが好適である。例では
、荒川化学産業社によりＡｒｋｏｎ　Ｐ１００（Ｔｍ１００℃）およびＡｒｋｏｎ　Ｐ１
１５（Ｔｍ１５０℃）という販売名で販売されている「水素化炭化水素樹脂」が使用され
る。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００６１】
　ブテン－１（コ）ポリマー（Ａ）をそのまま（表３の実施例４～９）または表２実施例
１～３に示した量のタッキファイヤーと溶融ブレンドして使用した。実施例１～９の得ら
れた組成物をペレット化し、乾燥させ、流動性を改良する市販添加剤、抗粘着剤を使用し
、組成物の取り扱い性に貢献させた。最終処理により、最終ペレット中の添加剤の総量を
典型的には１．０ｗｔ％未満、好ましくは、０．５ｗｔ％未満、さらにより好ましくは、
０．２ｗｔ％未満（添加剤当たり約１００～１５００ｐｐｍ以下）にする。かかる最終処
理の例は国際特許出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０５６１５９号公報に見出すことができる
。


	header
	written-amendment

